
日本のアマチュア
変光星観測
の歴史

射水市新湊博物館
（非常勤）

渡辺誠ミラの変光 撮影：渡辺誠

変光星観測の楽しみ

ダイナミックな宇宙を
感じることができる

ブラックホールも観測可能

日々明るさが変化する
ワクワク感

カシオペヤ座Ｒの変光

ある日突然！
何かが起こる！

撮影：渡辺誠
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目測数の変遷（1999年まで）

↓
↓

↓

↓

VSOLJ データベースより作成

↓

黎明期の日本の新星発見者
いずれも独立発見で、第一発見者ではない。

1901年 ペルセウス座新星（0等）

井上四郎
汽船会社員、後に東京天文台職員

1918年 わし座新星（-1等）

山本一清（天文学者）

百済教猷（天文学者）

1920年 はくちょう座新星（2等）

内村鑑三（思想家）

神田茂（天文台技手）

神田清

井上四郎氏
国立天文台アーカイブ室新聞より

（2008年7月3日 第38号）
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黎明期の変光星観測

つがる市の顕彰碑 撮影：渡辺誠

一戸直蔵 (1878-1920)

1905-1907年 ヤーキス天文台
変光星の観測他

1907-1911年 東京天文台他

その後、「現代之科学」を創刊
（同人に神田茂他）

1906-11年の観測 神田茂が整理

資料は八ヶ岳総合博物館に寄贈
総合科学雑誌『現代之科学』

第9巻 第1号

「変光星観測法」 （1908年「天文月報」第1巻第3号）
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1920年代 変光星観測の基礎が形成される

1924-1944年
天文月報他に変光星観測欄

（神田茂氏による）

1920年
山本一清氏他が天文同好会創立

（現在の東亜天文学会）

天文同好会の会誌に観測欄
最初は山本一清氏（天文学者）
中村要氏 （天文台助手）

その後金森丁寿氏（長野）
小山秋雄氏 （後に天文学者）

1927年「天文月報」 第20巻第5号

変光星観測の普及 書籍
1937年

変光星に関する
ことが多く執筆
されている。

図説天文講座. 第5巻恒星
厚生閣・恒星社

図説天文講座. 第5巻恒星
厚生閣・恒星社
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東亜天文学会と小山秋雄の指導

1920年代後半から1930年代まで

観測者は激変星を多く観測し、
暗いときには15等まで見ている。
目測数も多い。

1937年のCY Lyr （UG）の観測 (VSOLJデータによる) 東亜天文協会変光星報告 第1号(1936年)

スーパー観測者 小沢喜一氏

とかげ座新星の発見 （五味一明氏 1936年 CP Lac ）

【年月日】 1936年6月18日20h40m
【発見者】 五味一明氏（諏訪市） 他に15名 五味氏が一番早い
【場所】 北海道天塩郡幌延町幌延小学校
【等級】 4等（肉眼）
【事情】 小学校での星空観察会の前にδCepを観測中、εCepの南1度にεと

ほぼ同じ光度の星を発見。
観察会終了後、黒岩五郎氏に確認してもらう。
幌延局より東京天文台に打電。
19日01h45mまで写真撮影、位置観測、光度、色等を観測。

CP Lac の観測 (1936-37年 VSOLJデータによる) CP Lac の観測 (1936年 VSOLJデータによる)
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いて座新星の発見 （岡林滋樹氏 1936年 V630 Sgr ）

【年月日】 1936年10月4日午後7時

【発見者】 岡林滋樹氏（神戸市）

【等級】 4.5等（肉眼）

【発見後】 10月8日
南アメリカ ケープ天文台
で確認

【事情】 W Sgrを観測後、γとηを結んだ線のηの方へ約1/3に
見なれぬ星を発見。
星図で確かめようとした時,午後7時のサイレンが鳴る。
当日は郵便局がしまってしまったので、翌朝東京天文台
へ電報を打つ。その後は天気が悪く確認できなかった。

V630 Sgrの観測 (1936年 VSOLJデータによる)

とも座新星の発見（多数）

【発見年月日】
1942年11月11日

【日本の発見者】
祖父江久仁子(11日3時)
黒岩五郎 (11日4時40分)
中原千秋 (11日5時12分)
金森丁寿 (11日5時20分)
太田 彬 (12日5時1分)
吉田 正 (13日4時7分)

【第一発見者】
11月9日 Dawson

【発見等級】
0.5等

古畑正秋氏・冨田弘一郎氏に
よる三色測光

アマチュア天文史 P.185 より
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戦後の変光星の書籍

1949年
變光星

神田 清著
恒星社厚生閣

1944年～1950年

主要變光星表

神田 茂編
恒星社厚生閣

1957年
変光星

下保 茂著
恒星社厚生閣

1957年
恒星の世界

荒木 俊馬 他編
恒星社厚生閣

日本天文研究会

回報 1945年6月30日発行

神田茂氏が1943年に創立した神田学界を改名して
1945年6月創立。1980年代まで変光星界の主役。

歴代の変光星委員は佐久間精一氏・望月悦育氏・金沢英氏。

観測報告用紙
1951年2月

天文総報 1954年3月発行

変光星情報が多い
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1960年代後半 宇宙への関心が高まる

その１ 宇宙開発

アポロ8号打ち上げロケット(NASA) アポロ11号月着陸船(NASA)

1960年代後半 宇宙への関心が高まる

その２ 彗星・新星の発見

1970年 ベネット彗星

1967年～ いるか座新星 HR Del

撮影：渡辺誠

天文と気象 1968年7月号
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1960年代後半 変光星への関心も高まる

雑 誌

天文ガイド 1965年創刊
変光星ガイドあり
誠文堂新光社 1965年7月号

天文と気象 変光星ガイド連載開始
地人書館 左 1967年1月号 右 1968年5月号

1970年代
変光星への関心も高まる

書籍

1970年
変光星の観測

下保 茂著
恒星社厚生閣

写真、光電管観測も

1972年
変光星の
探究

下保 茂著
恒星社厚生閣

1979年
変光星図

五味一明編
恒星社厚生閣1971年

AAVSO変光星図

誠文堂新光社

渇望されていた星図を供給
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1960年代後半 変光星への関心も高まる

同好会誌

仙台情報 星の広場

日本天文研究会 東亜天文学会

日本変光星研究会

NO.574 1973年NO.104 1972年

NO.1 1970年

NO.91 1970年 NO.1 1968年

1970年代

星図の配布

仙台情報
平沢康男氏作成の変光星図

他に加藤裕成氏、1980年代は
古畑正秋氏、加藤太一氏が配布
を行った。
星図のない星はSAO星表などか
ら作成した。

SAO星表

NO.92 1970年2月
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1970年代

外国の情報の獲得（丸善などの書店経由）

情報を得るためにアメリカ、イギリス、ソ連の文献（安価）も取り寄せた

激変星
1970年 右 表紙 左 P.65 上 SS Cyg 下 Z Cam

食変光星
Tsesevich 編 1970年 表紙

1970年代以降 写真による新星発見

彗星発見で有名な本田実氏が1970年に写真撮影に
より発見したことで全国に広がった。

発見した新星数 11

1975年
はくちょう座新星

1.8等の明るさになり、
本田氏も独立発見

撮影：渡辺誠
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新星の発見者とその星数（2022年10月まで）

安部裕史氏 1 菅野松男氏 3
板垣公一氏 13 鈴木 充氏 1
上田清二氏 2 高尾 明氏 5
長田健太郎氏(眼視) 1 高見沢今朝雄氏 3
金津和義氏 2 多胡昭彦氏 8
金田 宏氏 3 中村祐二氏 18
金子静夫氏 4 西村栄男氏 29
椛島冨士夫氏・西山浩一氏 27 長谷田勝美氏 8
畑山和也氏 1 平賀三鷹氏(眼視) 1
工藤哲生氏 1 藤川繁久氏 6
桑野善之氏 6 古山 茂氏 1
小嶋 正氏 9 本田 実氏 11
櫻井幸夫氏 14 山本 稔氏 13
桜庭和夫氏 1 和久田実氏 6

他に矮新星や変光星なども発見されている。 後に写真からCCDへの移行。

速報の発行

変光星速報
（日本変光星研究会）

広沢憲治氏他が発行。

新星やかんむり座R型の減光をいち早く知らせる。初期には電話連絡も

The Variable Star
Circular Second Series

（日本天文研究会)

重久長生氏は英語で発行。

OAA変光星課回報
（東亜天文学会）

発行はまれ

第5号 1978年 第2号 1975年
第3号 1975年
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現在は
プロの方が
電子版で発行

現在の速報はVSOLJニュース

HP

星が好きな人のための
新着情報 より

地方天文同好会での変光星観測

佐世保天文同好会

「いかりぼし」
ユニークな記事

多摩天文グループ

「変光星月報」
多数の変光星観測者

札幌天文同好会

「変光星観測通信」
英語でなくローマ字

全国の天文同好会の中に観測者が増加

No.2  1978年Vol.1  No.2  1977年No.９/１０合併号 1982年
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大学での変光星観測

東京学芸大学 大学天文連盟 変光星分科会

関東の大学の天文同好会の連盟
変光星分科会は1976年創立

1979年の変光星観測者会議の創立者
東京学芸大学変光星研究会報

No.6  1968年

天文月報 2016年9月号
「変光星観測と共に歩んだ45年」より

AAVSOとの交流（佐久間精一氏）

ジャーナル
（論文）

サーキュラー
（激変星情報）

ミラ型予報

佐久間精一氏が熱心に交流され、日本の状況を伝えた

天文ガイド
誠文堂新光社 1986年Vol.5 No.2 1976年 No.59 1975年9月

1987年
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1970年代以降 光電測光とJAPOAの創立
教育センターの望遠鏡での観測から始まる。
機材が高価なので、代行機器を開発。プロとの交流も盛ん。

JAPOA 通信
1986年 第1号

第3回JAPOAの報告
1984年

五味一明氏の提言（1979年）

変光星観測の集大成へ

五味一明氏
木辺成麿氏
黒岩五郎氏
下保 茂氏

の声明

1906年からの観測記録
を集めておかないと、
なくなってしまう。

アマチュア変光星観測の集成
天文月報 1979年1月号

このころ スーパー観測者

成見博秋氏
13等台までの精度高い観測
夕方から朝まで観測
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超新星の発見
1983年4月4日日本人アマチュア初の発見 岡崎清美氏

おとめ座の銀河NGC 4753に13等級の超新星を発見

超新星捜索
のための
画像の公開

HP

青木昌勝氏による超新星
のウェブサイト より

超新星の発見者とその星数 （2022年10月まで）

青木昌勝氏 13 鈴木章司氏 1
池谷 薫氏 2 高見澤今朝雄氏 2
板垣公一氏 168 田中勇司氏 1
市村義美氏 4 谷口義明氏 1
岡崎清美氏 3 坪井正紀氏 14
椛島冨士夫氏・西山浩一氏 2 土井隆雄氏 2
串田麗樹氏 14 徳岡修二氏 1
小石川正弘氏 2 内藤博之氏 1
小島信久氏 2 西村健市氏 2
後藤邦昭氏 2 野口敏秀氏 2
小林隆男氏 1 広瀬洋治氏 8
佐々木俊司氏 3 藤田康英氏 2
佐野康男氏 3 古山 茂氏 1
嶋 邦博氏 6 堀口進午氏 3
菅野松男氏 2 米沢 明氏 1
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古畑正秋先生の提言

写真観測の推奨と研究結果の発表

写真観測の推奨
天文と気象 1982年1月号

研究発表誌の発行（1987年～）
VSOLJ 西城恵一氏・清田誠一郎氏

様々な会合の開催

アマチュア天文研究発表会 変光星分科会にて集まる

変光星観測者会議 （大学天文連盟 1979年～）

中部地区新星変光星会議 （浜松グループ他 1984年～）

VSOLJ総会 （日本変光星観測者連盟 1991年～全国各地）
日本天文研究会・東亜天文学会・日本変光星研究会・JAPOAの統一組織

変光星祭り他 （日本変光星研究会有志 1995年～関東・長野）

天文学者主催

連星・変光星会議
スペクトル研究会
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第10回 変光星観測者会議の報告 1988年

日程
大学生から高度な研究発表があった

参加者 49名 五味一明氏も

写真測光と分光観測の試み

フーリエ解析ではない周期解析

第2回 中部地区新星変光星会議の報告 1985年

古畑先生提唱 参加者 30名あまり 後の新星・超新星発見者も

日程 古畑先生の発表
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VSOLJ総会 （1997年の様子）

第7回
1997年滋賀で開催

国際天文連合の総会
参加者も参加

東亜天文学会、 日本天文研究会、日本変光星研究会、JAPOAの
共同体。国立科学博物館の西城恵一氏が代表。

第2回 変光星祭りの報告 1996年

神奈川会場

長野会場
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新しい変光星観測のテーマ

激変星の増光監視と

スーパーハンプの観測（加藤太一氏）

激変星資料集と星図セットの発行により観測環境が整う

資料集（大変小さな文字）
スーパーハンプの観測

光度曲線集 第二集 激変星 1992年 日本変光星研究会

パソコンの活用によるソフト作成
（加藤太一氏・秋田智史氏・飯田慎氏・

永井和男氏・渡辺努氏）

光度曲線の作成
・ すべての変光星の観測を人別に記号を変えて表示可能
・ データを表示、テキストデータとしてコピー可能
・ 誤入力の指摘
・ 周期解析など様々な支援プログラムが付加

星図表示ソフトの作成
・発表されたGSCやIRASカタログで星と光度が表示される。
赤い星を見分けることが可能。
新星発見時にミラ型でないか確認可能となる
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ヒッパルコス衛星への協力

ヒッパルコス衛星
・1989年8月 打ち上げ

・年周視差から恒星の距離
と固有運動を求める

・現在の変光星の明るさを
知るためにデータ提供

変光星データの集約
・フランス変光星観測協会
（AFOEV）が行う
・そこに報告

HP

The AFOEVより

HP

Home - Hipparcos - cosmos.esa.intより

変光星観測の集大成へ
環境整備
・古い資料の収集 （佐久間氏・小城氏・五味氏他）
・会の統合：日本変光星観測者連盟の発足 （西城氏他）
・若い観測者数の増加とそこで話し合える環境 （観測者会議）
・パソコンによる光度曲線作成プログラム （加藤太一氏）
・多くの人がパソコンを所有し、入力できる環境

1988年より入力開始
長 ：五味氏 事務局：清田誠一郎氏
資料コピー・入力者に配布・入力 （1日8時間程度も）

1990年 アマ天で木辺奨励賞授賞（7年分余り未入力）

1991年 秋季日本天文学会でポスター発表

1992年 データベース完成（MIRA計画）
インターネットで公開（テキストデータ）
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変光星観測の集大成へ

日本天文学会予稿集(1991年秋季)
読売新聞 (1991年11月9日)

変光星観測の集大成 (データと研究報告の公開)

五味一明氏コメント （読売新聞 1991年11月9日）

「もう、みんなの観測記録が無駄になることはない。火事で死んだ友、記録
をだめにした恩師、だれ彼の悔しい思いを少し晴らした気持ちだった。」

HP

VSOLJ Variable Star 

Bulletinより
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変光星観測の集大成の記事 1

第23回 アマチュア天文研究発表大会 研究発表収録 1991年 より

変光星観測の集大成の記事 2

光度曲線集
第一集
ミラ型

光度曲線集
第二集
激変星

1992年
日本変光星研究会

1990年
日本変光星研究会

第23回 アマチュア天文研究発表大会 研究発表収録 1991年 より
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集大成の意義

データベースの利用
周期検出
・不規則星の周期検出
・長期間における周期変化
・二重周期の検出
・かんむり座Ｒ型の極大時の
周期検出

変光範囲の変化
・脈動星の変光範囲の変化

国際的に論文に利用される

変光範囲の縮小（Y Per）

変光星 No不明 日本変光星研究会

新しい観測者の発掘（高橋進氏他）

・クリスマスにミラを見ようキャンペーン
1997年～2008年
ハガキ・メールで観測収集、報告はハガキ。

・たて座Rキャンペーン
2003年、2006年

・いるか座新星はいるかな？キャンペーン
2013年。メールで観測収集、 HPで報告、感想も。

HP

いるか座新星はいるか
な？ より

ミラキャンペーン報告書

2006年
日本変光星研究会
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VSNETの登場（加藤太一氏・野上大作氏：プロ）

想像を絶する情報量
これ以降 情報化・機械化の時代へ

HP
VSNET より

全天自動捜索システム（ASAS）の登場

全天の14等級以上の約1000万個の恒星の光度を
自動的に監視するシステム。 1997年に設置

HP
ASAS Home Page より
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CCDによる測光（清田誠一郎氏他）

清田誠一郎氏

様々なCCDや測光ソフト、
フィルターを調査され、報告

変光星No.184 1996年 日本変光星研究会

変光星No. 201 1999年 日本変光星研究会

天体画像の利用：MISAOプロジェクト（吉田誠一氏）

撮影された画像から新天体をみつけるプロジェクト

HP
MISAO Project Home Page より
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目測数の変遷（2000年～2020年）

・1900年代に比べ
目測数が1桁増加

・短時間変動の観測

(1) スーパーハンプ
(2) 食変光星

自動導入
自動撮影
自動測光
の登場

VSOLJ データベースより作成

VSOLJに報告された光度曲線の作成（前原裕之氏）

http://kws.cetus-net.org/~maehara/LCG.html

観測された波長、種類別などさまざまな表示可能

HP
VSOLJ Light Curve Generatorより
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様々な測光ソフト

ステラ
イメージ

国立天文台 マカリ

永井和男氏作成ソフト

Digphot2

HP
すばる画像解析ソフト－Makali`i－ 配布サイト より

HP
アストロアーツ
ステライメージ9 より

変光星No. 258 2009年 日本変光星研究会 より

金田宏氏制作の自動測光システム（UGEM）

日本変光星研究会のサイトから入手できる
UGEM 操作画面 より

画像のファイル名に位置や変光星名をいれると、位置を識別、変光星を測光する

114



激変星の監視（前田豊氏・森山雅行氏・伊藤弘氏・清田氏他）

前田豊氏の観測所
自動導入・自動撮影後に自動測光を行い、激変星の増光をとらえれば確認する。

撮影：前田豊氏

多色測光

さそり座新星2007 （V1280 Sgr）

新星は極大後に赤くなることが多いが、こ
の星もそれがうかがえる

V1280 Sgr (2007年2月-2008年4月 VSOJLデータベース) V1280 Sgr (極大直後 VSOJLデータベース)
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食変光星の精密観測と解析（JAPOA・永井和男氏他）

精力的な観測
多くのプログラムを公開し、様々な指導を行う

HPでのプログラム公開
観測集計の報告の一例（永井氏）HP

永井和男の食変光星観測のページ
ソフトウエアのダウンロード より

変光星No. 228 2003年 日本変光星研究会 より

RR型の極大観測（広沢憲治氏）

精力的な観測 海外と連携して発表

長期にわたりデータの受け入れ、現在はアナログデータ

RR Gem (VSOJLデータベース) SW And (VSOJLデータベース)
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海外の望遠鏡を使用

突発天体の確認観測

日本から見えない新星の観測（清田誠一郎氏他）

精力的な観測
多くの手法を公開
様々な指導を行う

HP
meineko’s blog より

スペクトル観測（藤井貢氏・大島修氏他）

Fujii Kurosaki Observatory 2021年カシオペヤ座新星
（V1405 Cas）のスペクトル

共にHP
AI home page より

日本天文学会2009年秋季年会の発表
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日本天文学会天文功労賞 変光星関係受賞者 1

2001年 成見博秋氏 変光星の目視測光25万点

2001年 大島誠人氏 2001年のや座WZの増光を検出

2003年 高橋 進氏 ・杉江 淳氏 GRB030329の残光の早期検出

2006年 多胡昭彦氏・櫻井幸夫氏 カシオペヤ座の重力レンズ現象の検出

2006年 藤井 貢氏 自作低分散分光器による幅広い多数の
突発天体の分光フォローアップ観測

2006年 成見博秋・金井清高氏 反復新星へびつかい座RSの増光の検出

2007年 西山浩一氏・椛島富士夫氏 銀河系外の新星を多数検出

2007年 板垣公一氏 きわめて特異な星の最期の姿を検出

日本天文学会天文功労賞 変光星関係受賞者 2

2010年 金子静夫氏 明るいや座WZ型矮新星の独立発見

2014年 西村栄男氏 新しいPeriod Bouncer候補矮新星の発見

2015年 永井和男氏 長期にわたる変光星の観測，自作ソフトウェアの公開、
及び変光星観測者の育成指導

2015年 向井優氏 新しいPeriod Bouncer候補矮新星の発見

2017年 小嶋正氏 おうし座の重力マイクロレンズ現象の検出

2018年 小嶋正氏 ヘリウム激変星の珍しい増光の発見

2018年 吉田誠一氏 彗星観測データベースのオンライン普及と
新天体自動捜索プロジェクトの主導

2019年 広沢憲治氏 50年にわたる変光星の観測及び観測支援活動

2021年 金田宏氏 独自の画像ソフトウェアの開発と普及による国内アマチュア
天文家の新天体捜索活動への貢献
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参考文献
・ 日本アマチュア天文史 1987年 恒星社亢正確
・ 続日本アマチュア天文史 1994年 恒星社厚生閣
・ 図説天文講座. 第5巻 恒星 1937年 厚生閣・恒星社
・ 恒星の世界 1957年 恒星社厚生閣
・ 天文ガイド 誠文堂新光社
・ 天文と気象・月刊天文 地人書館
・ 天文月報他 日本天文学会
・ 観測月報他 日本天文研究会
・ 天界他 東亜天文学会
・ 変光星他 日本変光星研究会
・ JAPOA通信 JAPOA
・ 第23回アマチュア天文研究発表大会 研究発表収録 1991年

ウェブサイト
・ 国立天文台アーカイブ室新聞
・ 国立天文台
・ VSOLJサイト

他 個人サイト・天文関係サイト多数

変光星観測や活動に尽力された方々、
ご来館の皆様、ZOOM視聴の方々に

心より感謝申し上げます

撮影：渡辺誠
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おわり

撮影：渡辺誠
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